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医療法人社団

真仁会の理念

私達は地域に育てられた。

患者様は家族であり、隣人であることを忘れまい。

各病院の機能を最大限に生かした質の高い医療と誠意を

尽くして住民の信頼に応え、地域への責任を果たそう。

　 緩和ケア病棟「郷和」初釜：患者さん・家族と共に
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　Ｆさんは肺癌のため２回の手術と化学療法を受け、脳に転

移して開頭手術を３回、頭皮下に増殖した腫瘍に対する放射

線治療を１回、さらに再発した腫瘍にガンマナイフ治療を２

回受けて癌が完治しました。発病前から八石山の環境保護に

努め、闘病後も登山を続けています。一昨年は、富士登頂し、

ご来光をご自分で撮影しています。登山が出来るほどの肺機

能が温存できていることは、胸部外科手術の進歩を示してい

ますが、小脳に転移し、再発では延髄に接する病変もあり、

体のバランスが障害される可能性が高かったため、予想を遙

かに超えた結果で驚いています。

【ガンマナイフはスウェーデンで生まれた】

    昨年、iPS細胞研究所の山中伸弥教授がノーベル賞を受賞しました。

皆さんは、ノーベル医学生理学賞がスウェーデンのカロリンスカ研究所

で選考されていることをご存じですか。ガンマナイフは、このカロリン

スカ研究所の脳神経外科医レクセル博士が発明した頭部専用の放射線治

療装置です。ガンマ線を用いて病巣をナイフで切り取るように治療でき

ることから、こう呼ばれています。博士は１９８６年に７８才で亡くな

りましたが、ガンマナイフが世界中に普及した１９９０年代まで生きて

いれば、ノーベル賞を受賞できたともいわれています。開頭手術を行う

ことなく、脳腫瘍、脳動静脈奇形、三叉神経痛などを治療できます。歯　

科治療と同じ局所麻酔で、頭部に専用のフレームを取り付けることを除けば、苦痛はほとんどなく、１日で治

療が終了し、翌日から通常の生活を営む

ことが可能です。

   北日本脳神経外科病院では、1997年

からのべ3,600人が治療を受けました。

治療方法はMRIなどの検査機器の発達や

治療計画を立てるコンピュータの性能の

向上に伴って、日々改良されていきます。

また世界中の治療施設での研究成果が、

すぐに次の新しい患者さんの治療に活か

されます。

【がんになっても負けないで明るく生きるために】

　

　一生のうちで癌と診断される確率は男性が５４

％、女性が４１％といわれています。癌に対する

治療が進歩しても、なお脳転移の症状で苦しむ方

も多いのが現状です。ガンマナイフ治療は、体全

体に対する負担が少なく、麻痺などの症状を改善

させたり、出現しないようにすることが可能です。

治療を受けることが患者さんの生きる力になって

いることを実感しています。この事実を癌治療に

携わる全ての医療者に伝えることが必要と考え、

２００９年から「転移性脳腫瘍に対するガンマナイフ単独治療成績前向き多施設共同研究」を行ってきましたが、

２月にその結果が発表されます。

胃癌の脳転移（Ｍさん）

→ →
治療前 治療１ヶ月後縮小 治療１０年後消失

肺癌の脳転移（Ｆさん）

治療前 治療８年後消失

→

右がＦさん Fさんが撮影したご来光

北日本脳神経外科病院 　五泉市大田大向440-1 　℡0250-43-8444
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ガンマナイフ治療について 北日本脳神経外科病院　院長　佐藤光弥



診　療　科 受　付　時　間 月 火 水 木 金
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◆外来診療を受診する際には電話でご予約いただくか、直接病院受付でお問い合わせください。

　 予め電話でご相談・ご予約いただくことをお勧めします。


